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キリンの4つの環境テーマとホリスティック・アプローチ
 キリンは、「生物資源」、「水資源」、「容器包装」、「気候変動」の4つの重要な環境課題を独立したものではなく、相
互に関連するものと考えており、これは気候関連リスクや自然関連リスクに対するTNFDの統合的アプローチと一致
している。

キリングループ環境ビジョン2050
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TCFDとの整合性
 TNFDはTCFDの柱（中核的要素）を踏襲しているため、TCFDの開示はTNFDの開示のための良いたたき台に
なると言えます。

TCFD
2017

TNFD
2023

出典 Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf (tnfd.global)
FINAL-2017-TCFD-Report.pdf (bbhub.io)

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2023/08/Recommendations_of_the_Taskforce_on_Nature-related_Financial_Disclosures_September_2023.pdf
https://assets.bbhub.io/company/sites/60/2021/10/FINAL-2017-TCFD-Report.pdf
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LEAP（2022年）
 2022年3月に発表されたTNFDフレームワークのオリジナルベータ版に従い、LEAP（Locate、Evaluate、

Assess、Prepare）モデルのハイレベルでの応用を発表しました。

出典環境報告書2023（kirinholdings.com）

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2023.pdf


© Kirin Holdings Company, Limited 4

LEAP（2023年）：Locate（発見）
 今年は優先地域を特定するv0.2の基準に従って、スリランカの紅茶農園を詳細に分析しました。

出典環境報告書2023（kirinholdings.com）

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2023.pdf
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LEAP（2023年）：Locate（発見）
 優先順位の高い10の場所を特定し、高地の農園と低地の農園がそれぞれ異なる課題に直面していることを明らか
にしました。

出典環境報告書2023（kirinholdings.com）

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2023.pdf
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LEAP（2023年）：Evaluate（診断）
 v.04が提唱する「依存度」と「影響」の観点からリスクと機会を評価しました。
 これらの評価に基づき、「Assess（評価）」と「Prepare（準備）」のステップを実施し、結果を来年開示します。

出典環境報告書2023（kirinholdings.com）

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2023.pdf
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シナリオフレーム
 水ストレスが非常に高い、コロラド州フォートコリンズにあるキリンのグループ会社のNew Belgium Breweryは、

TNFDのシナリオ分析フレームワークのパイロットテストに参加しました。

TNFDシナリオフレームとワークショップの結果

出典環境報告書2023（kirinholdings.com）

(物理的リスク）

(移
行
リス
ク）

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2023.pdf
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指標と目標
 生物資源について、5つの重点原料農産物（紅茶葉、紙、パーム油、コーヒー豆、大豆）の保全を目標として設定し
ています。

 水資源について、それぞれの地域の水リスクに応じて場所ごとに目標を設定しています。

出典環境報告書2023（kirinholdings.com）

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2023.pdf
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キリングループ環境報告書2023
 キリンは2023年の環境報告書において、TNFDの開示をTCFDの開示に統合しました。

出典環境報告書2023（kirinholdings.com）

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2023.pdf
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